
2019年度
「需要家側エネルギーリソースを活用した
バーチャルパワープラント構築実証事業」

及び
「災害時に活用可能な家庭用蓄電システム導入促進事業」の

概要説明

2019年3月19日
資源エネルギー庁

新エネルギーシステム課

資料9

※本資料は平成31年度予算成立を前提としており、内容は変更する可能性があります。
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2018年度からの変更点整理

 2018年度VPP事業からの主な変更点は以下のとおり。

※ただし、現時点の検討案であることに留意すること

3

No. 項目 概要

1
家庭用蓄電池導入事業の新規
事業

家庭用蓄電池の導入補助事業は、新規事業におい
て実施

2 産業用蓄電池の申請期間拡大
産業用蓄電池をアグリゲーター採択前から申請受付
可に

3 VPP共通実証の変更
現時点の需給調整市場に関する要件に則した要件
を共通実証においても採用
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家庭用蓄電池導入事業の新規事業の設立

 原則、2018年度VPP事業の体制を維持するものの、家庭用蓄電池導入事業は別事業化

 家庭用蓄電池事業で導入した蓄電池もVPPへ活用することが可能（優遇措置を設けることを検
討）

A

B-1

B-2

C

VPP基盤整備事業

VPPアグリゲーター事業
（AC・RA・実証協力）

V2Gアグリゲーター事業
（AC・RA・実証協力）

VPP/V2Gリソース導入促進事業
（産業用・家庭用(蓄電池以外)）

A

B-1

B-2

C

VPP基盤整備事業

VPPアグリゲーター事業
（AC・RA・実証協力）

V2Gアグリゲーター事業
（AC・RA・実証協力）

VPP/V2Gリソース導入促進事業
（産業用・家庭用）

【新規事業】
災害時に活用可能な家庭用蓄電システム

導入促進事業

2018年度VPP事業 2019年度VPP事業
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産業用蓄電池の申請期間拡大

 2018年度のスケジュールでは十分な設置工期を確保できない産業用蓄電池にも対応
するため、アグリゲータの採択前からC事業の交付申請を受け付けることを検討

 ただし、後日採択されるアグリと連携して実証に参加することを条件とする予定

区分 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2018
年度

2019
年度
（案）

アグリ
申請

アグリ
審査
・採択

蓄電池
申請
・採択

蓄電池
発注・工事

VPP
実証

実績
報告

確定・
支払

アグリ
申請

アグリ
審査・
採択

蓄電池
申請
・採択

蓄電池
発注・工事

VPP
実証

実績
報告

確定・
支払

工期を追加で
2ヶ月確保

採択されたアグリとの連携



6

2019年度共通実証の要件(案)

 2019年度は三次調整力①・②（下げDR）を中心に実施予定。

 2018年度はHigh 4 of 5等のベースラインを用いていたが、2019年度はアグリゲーターが独自
に想定し事前申告した基準値を用いて応動(kW)確認する予定。

項目
三次調整力①相当
（下げDR）

三次調整力②相当
（下げDR）

指令値変更の有無 指令値変更あり：15分単位 指令値変更あり：30分単位

応動時間 15分 45分

継続時間 3時間

応動確認の基準値 アグリゲーターが設定：1分値(kW) アグリゲーターが設定：30分値(kW)

応動の成功率判定
1分単位のデータにて判定
（成功判定幅は検討中）

30分単位のデータにて判定
（成功判定幅は検討中）

＜その他、独自実証＞
 周波数（秒単位の応動）制御（一次調整力相当、二次調整力①相当実証）
 ダイナミックプライシング（電力小売料金の柔軟化を見据えた実証）
 市場価格連動制御（スポット市場、時間前市場の価格に基づいた制御）
 車載用リユース蓄電池等を用いた制御 等

※あくまでも実証事業におけるメニューであり、実際の需給調整市場の商品要件とは異なります。
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【参考】2018年度共通実証メニュー
項目

二次調整力②相当
（下げDR）

三次調整力②
（上げDR）

三次調整力②
（下げDR）

三次調整力①相当
（下げDR）

指令値変更の有無 なし なし 指令値変更あり：30分単位 指令値変更あり：15分単位

応動時間 5分 45分 45分 15分

持続時間 30分 4時間 4時間 4時間

ベースライン

① High4of 5(当日調整あり) 
② 事前計測

① High4of 5(当日調整あり) 
③ Low4of 5(当日調整あり)

① High4of 5(当日調整あり) 
② 事前計測

① High4of 5(当日調整あり) 
② 事前計測

※①、②は「エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネスに関するガイドライン」における標準ベースライン
※③は「エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネスに関するガイドライン」に記載がないが、妥当性の検証用として実施する

実証対象地域
東京電力、関西電力、九州電力管内

※制御リソースはエリア間を跨がないこととする

制御量計測 Bルートの1分データ（CTセンサー等による計測でも可）

最低容量 可能な限り1,000kW以上を目指す

実施期間 8月6日~9月28日 11月5日~11月30日
10月1日～11月2日
12月3日～12月28日

1月7日～2月1日

指令の
発出回数

週1回（合計約8回） 週1回（合計約4回） 週1回（合計約9回） 週1回（合計約4回）

※実証参加日は、実施予定の全てのエリアにて制御を行うこと

指令への応答
DRASからの制御指令に対して応答する（実証に参加する）場合は、アグリゲーションコーディネーターのVENからOPT-IN信号を返すこ
と。

実証参加回数 6回以上 3回以上 6回以上 3回以上

制御可能量の報告
所定の期日までに、所定の方式で制御可能量を報告すること。
※共通実証種別毎、エリア毎、30分単位（1日48コマ）で報告

制御量の報告の
タイミング

制御開始5分前から、制御終了5分後まで可能な限り1分間隔でDRASへ報告すること。

成功判定基準
±10％以内
※1分計測値(kWの平均値)の±10%内への30分(30コマ)滞在率で評価
※すべての1分計測値が±10％以内に入っている必要はない

参加対象 全事業者
九州電力管内にリソースを持つ
事業者

全事業者
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事業全体スケジュール（4月~6月）

 例年と同様にGW前にB１事業の申請受付は終了する予定

 並行して家庭用蓄電池の代行申請受付も行う

区分 4月 5月 6月 7月以降

VPP事業

蓄電池事業

GW

▼説明会(東京)

アグリ申請受付

産業用蓄電池申請受付

審査

▼外部審査委員会

★採択発表

補助事業開始

▼説明会(東京、他4会場)

代行申請者受付 審査

審査 ★交付決定(以後随時申請・随時採択)

★登録(以後随時申請・随時登録)

代行申請受付(随時)

交付決定(随時)

※予算の成立時期、事業体制の検討状況によってはスケジュールは前後する可能性がございます。


